
 

 第 35 回 ASF 総会推進委員会報告  

 

 2021 年 6 月 24 日（木）16:30～17:30、第 35 回 ASF 総会・推進委員会を、オンラインで開催しました。 

 当日の様子をご報告いたします。 

 ⇒ASF（オール聖学院フェローシップ）についてはコチラをご覧下さい。https://www.seig.ac.jp/asf/ 

 

 

第一部 礼拝  

      メッセージ 山口博院長「力をあわせて」（コリントの信徒への手紙一 3 章 9～11 節） 

 

 讃美歌（352 番）、聖書箇所とも 1907 年女子聖学院最初の

校舎献堂式の礼拝と同じものです。当時の建築委員は、聖学

院中高のガイ博士、第 2 代校長のマッコイ先生、女子聖学院

のクローソン先生でした。女子聖学院と男子の聖学院が「力

をあわせて」教育のわざを始め、それは現在まで続けられて

います。共に集まり、力をあわせることで何倍もの効果を生

み出すことができます。これからもオール聖学院のつながり

（フェローシップ）を大切にしていきましょう。 

 

 

 

 

第二部 ASF 総会・推進委員会 

 

〇峰田将推進委員長挨拶 

 

 ASF（オール聖学院フェローシップ）では、聖学院に連なるす

べての学校、メンバーが協力し合って聖学院教育を盛り上げるこ

とを願ってきました。昨年来のコロナ禍により学校教育は危機を

迎えましたが、聖学院の理念を理解してくださる皆さまのお支え

により、今日まで乗り切ってくることができました。 

 私は 2000 年から聖学院中高の第９代校長を務め、任期中に聖

学院中高 100 周年を迎えました。その際に同窓会長に案内され

て多くの卒業生を訪ね、支援のお願いにまわったことを思い出し

ます。お陰様で記念行事も無事終了できましたが、母校を愛し協力してくださる多くの皆様がおられることを知り

頼もしく思い感謝しています。 

 どうぞ各校の皆様にも ASF への特段のお力添えをよろしくお願い申し上げます。 

 

https://www.seig.ac.jp/asf/


 

〇清水正之理事長挨拶 

  

2018 年、聖学院は中期計画（SEIG VISION 2018-2023）を策定しまし

た。2020 年度はコロナ禍のため休校措置やオンライン授業の実施等学

校教育も大きな影響を受けましたが、中期計画に関しては幸いにも大

きな遅れなく進めることができました。かえって困難な中にこそ、聖

学院として進むべき道が明らかになってきました。 

 

 2020 年度法人内に教育デザインプロジェクトが発

足し、2021 年度駒込に「教育デザイン開発センター」、

大学に「教育開発センター（準備室）」が設置され、学

院全体として聖学院らしい教育を推進するための歩

みが始まっています。駒込の女子聖学院中高、聖学院

中高、聖学院小学校で「英語教育」「SDGs」「ICT」に

ついて、連携して効果的にプロジェクトを推進してい

ます。大学では新しい教育手法の研究成果を蓄積し、

共有するための課題に取り組んでいます。 

 施設・設備についても、こうした教育改革の先に新

たな構想が生まれてくるものと考えています。 

在校生、保護者、後援会、同窓会、教会、理解ある賛同者の皆様との人と人とのつながりを豊かにし、ASF 本来の

目的を達成することを願い、行動していきたいと願っています。 

 

          ※2020 年度聖学院ビジョンレポートについてはコチラをご覧ください。 

    ⇒SEIG VISION REPORT 2020（PDF） 

https://www.seig.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2021/06/seigvisionreport_2021_web-1.pdf 

 

 

〇金子健太郎 ASF 担当理事挨拶 

 

 聖学院高校第 73 回卒業生であり、昨年まで聖学院中高同窓会長を務め、

今年度より ASF 担当理事に就任しました。ボクシングジムの会長、教会

学校校長、インターナショナルスクール講師、地元の商店会長等を務めて

います。 

 私の人生の基盤を作ってくださったのは、日本基督教団碑文谷教会前牧

師の大石先生、聖学院中高在校時の宗教主任の佐藤先生、聖学院中高第 8

代校長の林田先生です。この 3 人の先生を通して、聖学院との出会いがあ

り、私の今があるのはこの先生方のおかげだと思っています。 

 ボクシングの指導をする際、パンチをコツコツ当ててポイントをためていくことが勝利につながると教えていま

す。私も聖学院のためにコツコツと募金活動を続けていければと思っています。また、今後は聖学院各校の同窓会

同士の連携も強化していければと思います。皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げます。「共に聖学院のた

めに」よろしくお願いいたします。 

https://www.seig.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2021/06/seigvisionreport_2021_web-1.pdf


 

〇2020 年度募金実績 前田和則法人事務局長 

 

 2020 年度学院全体の募

金目標金額３億円、目標

に対する達成率は 103％

（308,934,035 円）となり、

目標を達成することがで

きました。 

 2020 年度、新たなプロ

ジェクトとして「緊急特

別支援奨学金」を設定し、

105 件、約 300 万円のご

寄付をいただきました。 

 

 

 大学では全学生・大学院生 2215 名に 1 人 6 万円の緊急就学支援金を、駒込キャンパスでは合計 17 名の在校生に

学費相当の奨学金を支給いたしました。また、教育および施設・設備につきましては、オンライン授業に対応する

ための通信設備の充実や貸出用タブレット、W-ifi ルータの購入、校舎及び体育館、グラウンド照明の LED 化等が

進められました。皆様のご支援に心より感謝申し上げます。 

 皆様からお預かりしました貴重な募金につきましては、各学校・園における教育活動および施設・設備の充実や

改修、さらには奨学金として大切に使わせていただきます。また、可能なものについては、将来計画の実現に向け

て貯蓄しておりますことも報告させていただきます。 

 

 

〇各校事業計画および 2021 年度募金目標発表・承認 安藤守事務総局長 

 

 2020 年度は 3 億円の目標を達成することがで

きました。皆様のご支援に感謝申し上げます。 

 2021 年度の募金目標額は、昨年の実績に基づ

き、さらに引き上げて 3 億 1200 万円に設定いた

しました。プロジェクト別の目標金額は表の通り

です。 

 

 2021 年度の計画としては、大学では図書館シス

テムやインターネット出願システムの更新、女子

聖学院中高体育館冷房設置工事、聖学院中高校舎

エアコン更新工事、小学校体育館の LED 化、各校

ICT 関連機材の更新などが予定されています。ま

た、将来の計画のため、大学厚生棟、駒込各校の体育館、聖学院中高の中学棟、みどり幼稚園園舎などの改修・建

築費用の積立も引き続き行ってまいります。 

 皆様には、どうかご趣旨をご理解いただき、祈りとともにより一層のご協力をいただければ幸いです。  

プロジェクト区分 2020年度目標額 2020年度実績 件数 2020年度実績 金額

　学校法人聖学院 3,500,000 131 1,600,916

　教育および施設設備充実（大学院） 1,000,000 8 553,000

　教育および施設設備充実（大学） 71,700,000 168 81,404,522

　教育および施設設備充実（聖学院中高） 112,000,000 127 122,352,767

　教育および施設設備充実（女子聖中高） 70,000,000 153 64,483,310

　教育および施設設備充実（小学校・幼稚園） 35,000,000 91 29,832,255

　教育および施設設備充実（みどり幼稚園） 1,300,000 55 437,765

　奨学金（大学） 500,000 93 366,500

　奨学金（聖学院中高） 1,200,000 4 1,290,000

　奨学金（女子聖中高） 3,200,000 31 3,140,000

　奨学金（小学校） 600,000 2 512,000

　緊急特別支援奨学金（大学） - 34 787,000

　緊急特別支援奨学金（聖学院中高） - 30 463,000

　緊急特別支援奨学金（女子聖中高） - 37 1,375,000

　緊急特別支援奨学金（小学校） - 4 336,000

合　　　　計 300,000,000 968 308,934,035

プロジェクト区分 ２０２１年度目標額（案）

学校法人聖学院 3,500,000

教育および施設設備充実（大学院） 700,000

教育および施設設備充実（大学） 82,000,000

教育および施設設備充実（聖学院中高） 123,000,000

教育および施設設備充実（女子聖中高） 66,000,000

教育および施設設備充実（小学校・幼稚園） 30,000,000

教育および施設設備充実（みどり幼稚園） 1,000,000

奨学金（大学） 700,000

奨学金（聖学院中高） 1,300,000

奨学金（女子聖中高） 3,200,000

奨学金（小学校） 600,000

合　　　　計 312,000,000



 

〇学長・校長・園長挨拶 

 

聖学院各校の学長・校長・園長より、日頃のご支援への感謝とともにご挨拶をしました。 

 

最後に、オール聖学院の歌を歌い、ASF 総会・推進委員会は終了しました。 

 

以上、ご報告申し上げます。【ASF 事務局】 

  

大学 清水正之学長 

 

聖学院中高 伊藤大輔校長 

  

女子聖学院中高 山口博校長 

 

聖学院小学校 佐藤慎校長 

  

聖学院幼稚園 田村一秋園長 

 

聖学院みどり幼稚園 赤田直樹園長 


